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運動部活動の地域移行に係る協議会（第１回）および文化部活動の地域移行に係る協議会 

（第１回）の報告について 

 

１ 運動部活動の地域移行に係る協議会（第１回）について 

(1) 目的 

   品川区立学校における運動部活動の地域移行のあり方等を総合的に検討する。 

(2) 委員 

   校長、保護者、地域の方、スポーツ協会、スポーツ団体および関係部署  計 17 名 

(3) 日時・場所 

   令和５年８月 29日（火） 午前 10 時から午前 11時 30 分まで 

(4) 場所 

   品川区役所第２庁舎５階 253 会議室 

(5) 報告および協議事項 

   ア 報告 

    「品川区における部活動の地域移行に向けたロードマップ」について 

   イ 協議 

   (ｱ) 実証事業（ホッケー・ラグビー・ダンス・バドミントン）における活動内容等（案）について 

   (ｲ) 改革推進期間（令和５年度～令和７年度）における目指す部活動体制（案）について 

(6) 主な意見 

・ 子どもや教員、校区教育協働委員会においてヒアリングしていることがよい。周辺自治体とも情報

共有していくことが大切である。 

・ 学校には、部活動の指導をしたい教員もいれば、放課後の時間を授業の準備に充てたいと考える教

員もおり、様々である。 

・ 部活動指導員や指導者を委託する際は、スポーツに熟知しているだけでなく、子どもたちの気持ち

などを理解して指導してもらうことが大切である。 

・ 学校としては、部活動の指導に協力いただける地域の方を人材バンクのような形でまとめられる

とよい。 

・ 保護者としては、指導をしたい教員や部活動指導員なども十分連携して、子どもたちにとって充実

した活動となるようにすることが大切だと思う。 

・ 品川区には４つの地域スポーツクラブがあり、多くの種目の指導者がいることから、協力できる指

導者がいるので、協力依頼をしてはどうか。 

・ 品川コミュニティ・スクールを生かして、様々な大人が一緒に子どもたちを育てていくことが大切

である。 

・ 学校部活動の地域移行と地域部活動の設置は、それぞれ目的が異なる部分があるため、課題を整理

していく必要がある。 

(7) 決定事項 

 ・ 学校部活動は、子どもたちがニーズに応じた活動をしたり、指導を受けたりできるよう専門性のあ

る指導者を確保しつつも、指導を望まない教員が従事しなくてもよい体制の実現を目指す。 

 ・ 新たな活動機会を創出する実証事業をスポーツ団体等が運営主体となる新たな地域での部活動と

して行う。学校部活動にはない種目であり、品川区に強みのあるホッケー、ラグビーにて実施する。 

 ・ 民間委託の導入についての実証事業を地域での部活動として行う。子どもの参加希望が多く、既存

の学校部活動において専門的指導者が少ないダンス、バドミントンにて実施する。 
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２ 文化部活動の地域移行に係る協議会（第１回）について 

(1) 目的 

   品川区立学校における文化部活動の地域移行のあり方等を総合的に検討する。 

(2) 委員 

   校長、保護者、地域の方、文化芸術団体および関係部署  計 16 名 

(3) 日時・場所 

   令和５年 10 月 27 日（金） 午前 11 時から正午まで 

(4) 場所 

   品川区役所第２庁舎８階教育委員室 

(5) 報告、情報交換および協議事項 

   ア 報告 

    「品川区における部活動の地域移行に向けたロードマップ」について 

   イ 情報交換 

    地域における文化芸術活動の状況、地域の専門性のある指導者等について 

  ウ 協議 

    改革推進機関（令和５年度～令和７年度）にける目指す部活動体制（案）について 

(6) 主な意見 

・  学校としては、部活動に協力いただける地域の指導者を探すのが難しい現状がある。 

・ 学校としては、部活動に協力いただける方について、技術指導だけでなく、人柄も大切にしている。 

・ 地域には、自身の趣味の方からプロフェッショナルまで様々な方がいる。学校のニーズについての

情報が詳細にあると地域の人材と学校のニーズにあった人材が合わせられる可能性があると思う。 

・ 大会を目指している部、家元制がある部、志を一緒にした人たちで輪を作って取り組むことが    

楽しい部などで求められる指導者は異なっており、分けて考えた方がよいと思う。 

・ 外部の指導者の謝礼だけで生活することは難しいため、協力していただける方は限られるため、構

造的なところも考えないといけないと思う。 

・ これまで学校部活動における外部指導者を探してきた際、費用面や活動日がネックになることが

あった。 

・ 地域の指導者の発掘について、生徒のニーズや求める人材を絞るなど、条件整備をすることが必要

である。 

・ 文化センターで活動している方々でご協力いただける方はいるのではないかと思う。また、その 

活動を通して、ある程度、学校のニーズとあっているか見極められるのではないかと思う。 

・ 学校の部活動の地域移行を進めていった際、子どもたちの活動する際のニーズが拾えなくならな

いようにすることが大切だと思う。 

・ 外部の指導者において、部活動における生徒間トラブルを見逃さずに対応できるようにすること

が必要である。 

・ 専門性のある指導者が限られている場合は、合同文化部のような形で行う方法もあると思う。 

・ 部活動の地域移行に関して、保護者に広報する仕方についても検討していく必要がある。 

 

 (7) 決定事項 

 ・ 教育委員会で、関係部署と連携し、人材リストを作る。 

・ 文化部活動においても、学校部活動は、子どもたちのニーズに応じた活動機会の確保、学校の働き

方改革の推進を目指す。 












